
不審者事前検知システム

（ディフェンダー・エックス）

人の精神状態（感情）を振動によって解析し
不審者と思われる者を事前に検知するシステムです。

とは

防犯監視システムソフト
カメラ映像からリアルタイムで不審者を検知し犯罪を未然に防止でき、
既に撮影された映像からも不審者を特定する機能も搭載されているので、
犯罪等が発生した後からでも不審者を簡単に特定する事ができます。



解析画像の
評価

不審者の尾行・
声掛け
犯罪の未然防止
早期解決

精神状態を可視化実画像 解析画像

不審者か否かの
判定・表示

人の振動成分を抽出

DEFENDER-Xの特徴
●不審者を事前検知できるため、対策をとることができ犯罪の未然防止が可能。
●顔写真などの照合用データベースは不要、不特定多数の中から検知が可能。
●リアルタイム監視はもちろん、過去の録画映像で不審者の検知が可能。
●既存カメラの流用が可能。既存の設備を利用することでコストの削減が可能。
※カメラの仕様によっては流用できない場合があります。

●導入用途も多彩。外部及び内部の犯罪はもとより、抑止効果が得られます。

【公共施設での運用例】 イベント会場などでの警備の効率化

問合せ：0120-150-712
田中電気株式会社

東京都千代田区外神田１丁目１６番９号
https://www.tanaka-denki.co.jp/

お問い合わせの際は「DMを見た‼」とお伝えください。

DM番号：DM-119DX

イベント会場や福祉施設などに設置するこ
とで検知者へのフォローを行い、
犯罪の未然防止を図ることができます。
また巡回警備も、検知情報があれば効果的
に行うことが可能になります。

検知した場合、万引きや内部犯行の恐れも
ありますので、近くのスタッフや警備員に
連絡し不審者をマークしたり声掛けをする
ことで内外部の犯罪抑止につながります。

エントランスや裏口など
出入口にカメラを設置


